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	抗原情報
	背景
	ゴルジ体および細胞表面からリソソームへのリン酸化リソソーム酵素の輸送。ホスホマンノシル残基を有するリソソーム酵素は、ゴルジ体中のマンノース-6-リン酸受容体に特異的に結合し、結果として生じる受容体-リガンド複合体は酸性の前リソソーム区画へ輸送され、そこで低pHによって複合体は解離する。この受容体はIGF2にも結合する。DPP4に結合することで、T細胞共活性化の正の調節因子として作用する。ゴルジ体および細胞表面からリソソームへのリン酸化リソソーム酵素の輸送を媒介する（PubMed:2963003、PubMed:18817523）。ホスホマンノシル残基を有するリソソーム酵素は、ゴルジ体中のマンノース-6-リン酸受容体に特異的に結合し、その結果生じる受容体-リガンド複合体は酸性の前リソソーム区画へと輸送され、そこで低pHによって複合体は解離する（PubMed:2963003, PubMed:18817523）。その後、受容体はレトロマーへの結合を介してゴルジ体へと再輸送され、再び輸送される（PubMed:18817523）。この受容体はIGF2にも結合する（PubMed:18046459）。DPP4に結合することでT細胞共活性化の正の調節因子として作用する（PubMed:10900005）。
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	Jurkat 細胞溶解物中の M6PR 発現抽出物のウェスタン ブロット分析。

